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研究成果の概要（和文）：電子会議システムが支援する問題解決会議プロセスを２段階に分けて総合的に評価した．そ
の２段階は，問題に対して「多くの意見を出す段階」と「多くの意見をまとめる段階」である．過去の事例を分析した
結果，意見に含まれる内容が会議の結論文章に含まれているほど，文章の評価が高い．その評価結果をもとに，意見単
語の文章反映をチェックする機能を電子会議システムに実装した．評価実験の結果，チェック機能により，会議で得ら
れた結論文章の評価値を改善できることがわかった．

研究成果の概要（英文）：Electronic meeting system to support problem-solving meeting was systematically 
evaluated by dividing two phases: divergent thinking phase to make many ideas and convergent thinking 
phase to aggregate the many ideas. After analysis of past meeting, evaluation value of conclusion 
sentences became more valuable when the conclusion sentences included more content of the many ideas. A 
new function to check the inclusion of the words of many ideas in the conclusion sentences was 
implemented in the electronic meeting system. The experiments using the new function demonstrated the 
value of the conclusion sentences could be improved.

研究分野： 情報工学
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１．研究開始当初の背景 
（１）コンピュータネットワーク（インター
ネットなど）を用いて，人々のアイデアをま
とめる作業を支援する電子会議システムの
研究が行われてきている[文献①]． 
①日本国内では，問題解決プロセスを支援す
る電子会議システムの研究は二十年に渡る
歴史があり，QC サークルや KJ 法[文献②]な
どの集団技術に注目した研究が行われてき
た． 
②国外，特に米国では，情報通信技術の支援
対象として人間の創造的活動やイノベーシ
ョンを支援する研究領域が活性化している．
しかし統合的な集団技術としては不十分で
あり，本来，集団技法がもつグループ知の統
合的支援に不備がある．なお，本研究ではグ
ループを構成する人々の知性を集めた知性
をグループ知と呼ぶ． 
③本研究では，電子会議システムを用いた集
団技術の支援を拡げるために，集団技術を理
論化する． 
 
（２）ICT を用いたグループの創造活動支援
や理解に関する研究が盛んになっている． 
①米国ではイノベーション支援を含めた
CreativeIT という国際科学基金(NSF)の研究
プログラムが始動している．2009 年より予算
規模 3千万ドル相当であり，数十件の研究が
支援されている． 
②計算機支援協調作業の国際会議 ACM CSCW
や創造と認知の国際会議ACM C&C(Creativity 
and Cognition)において，創造性やイノベー
ションを対象とした研究発表がなされてい
る． 
③多くの意見を出す点に焦点があてられて
おり，多くの意見をもとによい結果を導くと
いう視点は抜け落ちている． 
 
２．研究の目的 
（１）研究代表者は，日本で広く知られた集
団技術である KJ 法を参考にした電子会議シ
ステムを開発し，IT 技術の特長を活かしたシ
ステムを実現してきた[文献①]．近年，集合
知の条件[文献③]を考慮した会議方法によ
って，従来の会議と比べて，よい会議の結果
を構成できることがわかった[文献④]． 
 
（２）今回，その結果をもとにグループ知を
活かす電子会議システムの理論を実現する．
さらに，その理論を実際の電子会議支援シス
テムに適用し，その有効性を示す．  
 
３．研究の方法 
（１）問題解決プロセスの評価理論・指標 
①グループ知を活かせる電子会議システム
の性能を明らかにするための評価指標を開
発する． 
②問題解決会議プロセスは大きく２段階に
分けることができる．問題に対して「多くの
意見を出す段階」と「多くの意見から結論を

まとめる段階」である．  
③問題解決会議の基礎公式として，「グルー
プの力」は，「意見の多様度」（多くの多様な
意見が出されているか）と「意見の集約度」
（多くの意見を会議の結果に反映できてい
るか）の積であると定める． 
④評価指標と会議実験結果との関係を自然
言語処理技術により調査する． 
 
（２）評価指標を応用した支援技術 
①３．（１）で得られた指標を支援する機能
を電子会議システムに自然言語処理技術を
用いて実装する． 
②提案する支援機能がある場合とない場合
を比較する対照実験を行い，その比較により，
支援機能の支援技術としての有効性を評価
する． 
 
（３）ブレインストーミング支援技術 
グループ知を活用するためには多くの意見
を日常的に収集する技術が必要である．その
ため，次の３種類の技術を開発・検討した． 
①モバイルデバイスを用いたブレインスト
ーミング支援技術を開発・評価する． 
②ゲーミフィケーションを用いたブレイン
ストーミング支援技術を開発・評価する． 
③賞賛情報の可視化により，ユーザのモチベ
ーションを維持するブレインストーミング
支援技術を開発・評価する． 
 
４．研究成果 
（１）電子会議の評価指標の開発 
①３つの評価指標を検討した．意見の多様度
の指標として「すべての意見に含まれる異な
る単語数」（多様単語数と呼ぶ），意見の集約
度の指標として「出された意見から結論に反
映された単語の種類数」（反映単語数と呼ぶ），
グループの力に対応する指標は多様単語数
と反映単語数の積とした． 
②３つの評価指標と過去の電子会議研究で
得られた結果文章の評価値との関係を調べ
た．その結果，反映単語数が文章の評価値と
最も高い相関（相関係数 0.92）をとり，会議
の健全さを測る指標として有力であること
がわかった． 
 
（２）評価指標を応用した支援技術 
①意見に含まれる単語が会議の結果文章に
反映されているかをチェックする単語チェ
ック機能を電子会議システムに実装した． 
②単語チェック機能を用いる実験と用いな
い実験を比較する対照実験を行った．その結
果，単語チェック機能を用いることによって，
多くの単語が結論である文章に含めること
ができ，結論文章の評価値を向上させること
ができた．  
 
（３）ブレインストーミング支援技術 
３種類の技術・開発の評価結果についての概
要は次の通りである． 



①モバイルデバイスを用いると，移動場所に
関係する意見を増やすことができた． 
②ゲーミフィケーションを用いることによ
り，ブレインストーミングにおけるアイデア
の質を向上することができた． 
③賞賛情報を可視化するインタフェースは
アイデア出しのモチベーション維持に貢献
しうる． 
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